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特
集
②

高
齢
者
の
交
通
事
故
割
合
が

増
加
し
て
い
ま
す

　
近
年
、
交
通
事
故
件
数
や
交
通
事
故

に
よ
る
死
者
数
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
率
の
向
上
や
罰
則
の
強
化
な
ど
に
よ

り
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し

そ
の
一
方
で
、
全
国
の
交
通
事
故
死
者

数
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
は
年
々
増

加
。
平
成
28
年
は
54
・
８
パ
ー
セ
ン
ト

と
、
過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

　
年
齢
を
重
ね
る
と
、
視
野
が
狭
く
な

る
、
耳
が
遠
く
な
る
な
ど
の
身
体
の
衰

え
を
感
じ
た
り
、
運
転
中
や
歩
行
中
の

危
険
の
察
知
が
遅
れ
た
り
す
る
こ
と
も
。

ま
た
、
疲
労
を
感
じ
や
す
く
な
り
、
注

意
力
や
集
中
力
が
散
漫
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
自
分
の
身
体
の
変
化
を
自
覚
し
、
ス

ピ
ー
ド
を
抑
え
る
、
小
ま
め
に
休
憩
を

取
る
な
ど
、能
力
を
補
う
運
転
方
法（
補

償
運
転
）
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

特集②　高齢者の交通事故を防ぐために―安全・安心な社会を目指して

仙台市政だより　29.12. 1

　高齢者の人口が増加し、運転免許保有者の高
齢化が進む中、高齢者が巻き込まれる交通事故
が目立っています。「自分は大丈夫」と思わず、
交通ルール・マナーを守り、安全運転の継続に
努めましょう。 特

集
②

仙台市政だより　29.12. 1

この特集に関するお問い合わせは、自転車交通安全課
☎214･1075、FAX214･1091

安全・安心な社会を目指して
高齢者の交通事故を防ぐために
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気を付けて！　高齢者事故の主なケース
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■体調不良
　朝から体調が良くないと感じつ
つ運転を行っていたところ、急に
めまいが起こり、ガードレールに
追突してしまった。

■「たぶん大丈夫だろう」
　いつも車通りの少ない道だから
という油断から、信号を無視して
横断歩道を渡っていたところ、や
ってきた車にひかれてしまった。
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■焦り・うっかり事故
　慌てて駐車場に車を止めようと
したところ、ブレーキとアクセル
を踏み間違え、建物にぶつかって
しまった。

防ぐには？
　焦りは多くのミスの原因となり
ます。時間にゆとりを持って運転
しましょう。ほかにも、信号機や
一時停止の標識を「うっかり」見
落としたことによる事故も多いの
で、安全確認の徹底が大切です。

防ぐには？
　いつもの道でも、「たぶん車も
人もいないだろう」と思い込まず、
他の車や人がいるかもしれないと
考え、必ず自分の目で安全確認を
しましょう。「たぶん相手が止ま
ってくれるだろう」も禁物です。

防ぐには？
　体調不良による事故は重大事故
につながりやすく危険です。少し
でも体調が悪いと感じたら運転を
控え、運転中の場合は車を安全な
場所へ止め様子を見る、運転を中
止するなどの措置を取りましょう。
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市では、高齢者の交通事故防止のため
さまざまな講習会を行っています

　高齢者特有の運転リスクやご自分の特性を把握して
もらうことを目的とした講習会です。講習では、宮城
県警察や市内の自動車学校の協力のもと、交通安全講
話のほか、同乗した指導員による運転能力の診断など
を実施。逆光の中での視力検査も行われており、夜間
に対向車のライトなどでどれくらい見えなくなるのか
体感することができます。

▲

「タコつぼ」と呼ばれる、
袋小路から切り返しをして
脱出するコース

▲参加者からは、「日頃の運
転を見直す良い機会になっ
た」という声が聞かれました

シルバードライバー講習会

高齢者交通安全教室
　市内の町内会や老人クラブなどの高齢者の団体を対
象にした、出前方式の交通安全教室です。講話やビデ
オ上映を通して、交通事故を防ぎ、長く安全に運転を
続けるためのポイントを楽しく学ぶことができます。
　西多賀市民センターで開催されている高齢者向けの

通年学習講座「西多賀
寿大学」では、10月
18日に（公財）仙台
ひと・まち交流財団交
通安全指導課を講師に
招き、交通安全教室を
実施しました。

　今回教室に参加したお二人
も、日々の運転の中で、年齢
による身体の衰えを実感して
いるそうです。「以前に比べ
ると、見えづらいと感じるこ
とが多くなったため、夜間の

▲鈴木さん（左）と永
浦さん（右）

運転は控えている」と話す鈴木さん。永浦さんも
普段から安全運転を心掛けているということです
が、「一瞬の油断が重大事故につながるとあらた
めて感じた。今後も事故を起こすことなく、安全
な運転を続けていきたい」と決意を新たにしてい
ました。

■西多賀寿大学会長・鈴木進さんと、副会
長・永浦純也さんのお話

夕
暮
れ
時
の
事
故
に
注
意

　
12
月
は
、
夕
暮
れ
時
の
暗
さ
に
目
が

慣
れ
る
前
の
事
故
や
、
朝
晩
の
路
面
凍

結
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
事
故
な
ど
が
増
え
、

１
年
の
中
で
交
通
事
故
が
最
も
多
く
発

生
す
る
時
期
で
す
。

　
交
通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め

に
は
、
夕
暮
れ
時
や
夜
間
に
出
歩
く
際
、

安
全
確
認
の
ほ
か
に
も
、
明
る
い
色
の

服
の
着
用
や
、
反
射
材
の
使
用
が
効
果

的
で
す
。
特
に
反
射
材
は
運
転
者
か
ら

の
視
認
性
が
大
幅
に
上
昇
す
る
た
め
、

自
分
の
存
在
を
早
期
に
運
転
者
に
知
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
運
転
者
も
、
歩
行
者
等
の
早
期
発
見

の
た
め
、
早
め
に
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
（
前

照
灯
）
を
点
灯
し
、
夜
間
の
運
転
で
は
、

対
向
車
や
先
行
車
が
い
な
い
場
合
は
ハ

イ
ビ
ー
ム
（
上
向
き
前
照
灯
）
を
基
本

に
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

夜間に車のヘッドライトで歩行者を確認でき
る距離（上）と、ブレーキを踏んでから自動車
が停止するまでの距離（下）
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長
く
安
全
に
運
転
を
楽
し
む

た
め
に

　
最
近
で
は
、
自
動
ブ
レ
ー
キ
な
ど
の

先
進
安
全
技
術
を
備
え
た「
サ
ポ
カ
ー
」

「
サ
ポ
カ
ー
Ｓ
」
と
呼
ば
れ
る
自
動
車

が
普
及
し
始
め
て
い
ま
す
。
年
齢
を
重

ね
て
も
長
く
安
全
に
運
転
を
続
け
て
い

け
る
よ
う
、
豊
富
な
運
転
経
験
を
生
か

し
、
危
険
を
予
測
す
る
運
転
を
行
っ
て

い
く
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
自
動
車
の

利
用
や
補
償
運
転
を
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
運
転
が
難
し
い
、
怖
い
と
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
運
転
免
許
証

の
返
納
も
一
つ
の
選
択
肢
で
す
。
運
転

が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
は
不

安
も
伴
い
ま
す
が
、
安
全
を
重
視
し
て
、

自
主
的
に
運
転
免
許
証
を
返
納
す
る
方

が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
に
限
ら
ず
、
見
え
方
や
聞
こ

え
方
は
一
人
一
人
異
な
り
ま
す
。
全
て

の
人
々
が
事
故
な
く
安
全
・
安
心
な
生

活
を
送
る
た
め
に
、
お
互
い
に
こ
う
し

た
違
い
を
理
解
し
合
い
、
思
い
や
り
と

心
の
余
裕
を
持
っ
た
交
通
マ
ナ
ー
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。


